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　私は31歳で子どもをもったが、家庭の事情もあって育児と家事のほぼすべ
てを担当した。研究者の世界では30代、40代に仕事をすることが求められるか
ら、私にとって育児や家事はなるべく短時間で済ませたいものだった。けれど
もどんなに簡略化・外部化しても育児や家事はかなりの時間とエネルギーを要
し、特別な才能があるわけでもない私はこの時期にさっぱり研究ができなかっ
た。一方でそうした私に育てられた子どもにとって、この環境が幸福だったの
かといえば、そうではなかったようだ。正直に言えば、もっと一緒にいてあげ
ればよかったな、と今は思う。
　アメリカの社会学者A. ホックシールドが著書『タイム・バインド』（坂口ほ
か訳、2012年、明石書店）の中で扱ったのはこうした問題である。彼女はアメリ
カでももっともワークライフバランスに取り組む企業を対象に、ワークライフ
バランスを促進する制度がなぜあまり社員に利用されないのかを調査した。結
論からすれば、とくに学歴が高くキャリア志向の社員たちは、仕事により多く
の時間を投入することを望んでいた。自尊心や達成感を与えてくれる仕事は高
い価値をもち、職場が自分のいるべき場所（ホーム）になる一方で、思い通りに
ならない育児はできればやりたくない「仕事」になっていた。いわゆる「仕事の
家庭化」「育児の仕事化」である。育児は可能なら外部化し、なるべく短時間で、
合理的に処理すべき対象となっていた。そうであれば、育児時間の確保を目的
とした制度が利用されないのはもっともである。
　ワークライフバランス施策の充実を図ることは大事だが、育児や家事の価値
が低下し、仕事の価値が高まるほど、育児や家事は義務感によって行われる「仕
事」になっていく。それが子どもや親子関係にとって何をもたらすのかはまだ
わからないが、バランスをとることは難しくなる。ワークライフバランス実現
の最大の難問は、実はここにあるのだと思う。
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